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〈

人

物

表

〉

 

淀
川 

文
夏 

（
１
７
） 

女
子
高
校
生 

春
野 
紡 

（
１
７
） 

男
子
高
校
生 

淀
川 

千
春 
（
４
５
） 

カ
ル
ト
教
団
信
者
。
文
夏
の
母 

種
子
島 

望 
（
４
０
） 

カ
ル
ト
教
団
教
祖 

黒
須 

哀 

（
２
１
） 

種
子
島
の
側
近 

五
十
川 

請 

（
２
１
） 

種
子
島
の
側
近
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１
． 

教
団
本
部
・
外
観
（
昼
） 

郊
外
の
裏
通
り
の
片
隅
に
立
つ
４
階
建
て
の
ビ
ル
。
く
す
ん

だ
灰
色
の
外
壁
。
１
階
部
分
の
み
、
カ
ル
ト
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
な
ど
が
描
か
れ
着
飾
っ
て
い
る
が
、
他
の
階
は
手
付
か

ず
の
無
味
乾
燥
。
古
い
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
か
何
か
を
居
貫
き

で
買
い
取
っ
た
よ
う
な
印
象
。 

 

２
． 

教
団
本
部
・
地
下
一
階
・
ホ
ー
ル(

昼)
 

入
口
は
ク
レ
モ
ン
ハ
ン
ド
ル
付
き
の
重
厚
な
防
音
扉
。 

学
校
の
教
室
の
二
倍
く
ら
い
の
広
さ
。 

中
央
に
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
た
巨
大
な
御
神
体

の
石
が
置
い
て
あ
る
。 

石
の
前
に
、
教
団
の
教
祖
、
希
望
の
星
太
郎
こ
と
種
子
島
（ 

４
０
）
、
そ
の
両
脇
に
側
近
の
黒
須
哀
（
２
１
）
と
五
十
川

請
（
２
１
）
が
そ
れ
ぞ
れ
立
っ
て
い
る
。 

信
者
た
ち
、
防
音
扉
を
重
そ
う
に
開
け
て
ゾ
ロ
ゾ
ロ
入
っ
て

く
る
。
そ
の
中
に
、
淀
川
千
春
（
４
５
）
と
淀
川
文
夏
（
１

７
）
も
い
る
。 

千
春 

「
希
望
の
星
太
郎
先
生
、
本
部
の
秘
儀
に
呼
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

光
栄
の
限
り
で
す
」 

種
子
島
、
右
手
を
上
げ
、
に
こ
や
か
に
、 

種
子
島
「
い
い
よ
い
よ
。
修
行
だ
け
じ
ゃ
な
く
お
布
施
も
し
っ
か
り
ね
」 

千
春
、
泣
き
そ
う
な
顔
で
喜
ぶ
。 

文
夏
、
嫌
そ
う
な
顔
で
目
を
ぎ
ゅ
っ
と
瞑
る
。 

 
×
 
×
 
×

 

信
者
た
ち
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
奇
怪
な
踊
り
を
し
な
が
ら
石

の
周
り
を
回
っ
て
い
る
。 

文
夏
、
逡
巡
し
た
様
子
。 

種
子
島
「
皆
い
い
よ
い
い
よ
」 

文
夏
、
意
を
決
し
た
よ
う
に
駆
け
出
す
。 

千
春 

「
文
夏
、
ど
こ
行
く
の
？
」 

文
夏
、
立
ち
止
ま
る
。 

振
り
返
り
、
目
を
泳
が
せ
て
、 

文
夏 

「
ト
、
ト
イ
レ
」 
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種
子
島
「
い
い
よ
い
い
よ
」 

文
夏
、
再
び
駆
け
出
す
。
出
口
に
向
か
う
。 

 
３
． 

教
団
本
部
・
地
下
一
階
・
ホ
ワ
イ
エ
（
昼
） 

古
び
た
ホ
ワ
イ
エ
。
奥
に
ホ
ー
ル
に
続
く
防
音
扉
が
あ
る
。 

文
夏
、
防
音
扉
を
重
そ
う
に
開
け
て
出
て
く
る
。 

駆
け
出
す
。 

 

４
． 

教
団
本
部
・
二
階
・
倉
庫
（
昼
） 

天
井
の
低
い
６
畳
く
ら
い
の
部
屋
。 

文
夏
、
ド
ア
を
開
け
て
入
っ
て
く
る
。 

ド
ア
の
正
面
に
腰
高
の
窓
（
す
り
ガ
ラ
ス
）
が
あ
り
、
傷
ん

だ
マ
ッ
ト
レ
ス
が
窓
際
に
接
す
る
よ
う
に
積
ま
れ
て
い
る
。 

ド
ア
脇
の
壁
沿
い
に
は
廃
材
や
古
い
段
ボ
ー
ル
が
い
く
つ
も

置
か
れ
て
い
る
。 

壁
や
床
の
表
面
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
痛
ん
で
い
る
。 

全
体
的
に
汚
れ
て
い
て
埃
っ
ぽ
く
、
放
置
さ
れ
た
ゴ
ミ
置
場

の
よ
う
な
感
じ
。 

文
夏
、
部
屋
を
見
回
し
て
少
し
微
笑
む
。 

 

５
． 

裏
路
地
（
昼
） 

春
野
紡
（
１
７
）、
憮
然
と
し
た
不
機
嫌
そ
う
な
様
子
で
歩

い
て
い
る
。
背
中
に
は
重
そ
う
な
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
負

っ
て
い
る
。
両
手
に
は
軍
手
を
は
め
、
バ
ー
ル
を
持
っ
て
い

る
。 

 

６
． 

教
団
本
部
・
二
階
・
倉
庫
（
昼
） 

文
夏
、
廃
材
を
漁
っ
て
い
る
。 

 

７
． 

空
ビ
ル
・
外
階
段
前
（
昼
） 

テ
ナ
ン
ト
募
集
中
の
空
き
ビ
ル
。
隣
に
あ
る
の
は
教
団
本
部

で
あ
る
。
外
階
段
と
教
団
本
部
ビ
ル
の
外
壁
ま
で
の
距
離
は

１
メ
ー
ト
ル
も
な
い
。 

春
野
、
外
階
段
の
入
り
口
を
開
け
て
足
を
踏
み
入
れ
る
。 
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８
． 

教
団
本
部
・
二
階
・
倉
庫
（
昼
） 

文
夏
、
段
ボ
ー
ル
の
間
か
ら
ホ
コ
リ
ま
み
れ
の
荷
造
り
紐
を

引
っ
張
り
出
す
。 

首
に
当
て
が
う
。 

し
っ
く
り
来
な
い
と
い
っ
た
様
子
で
首
を
か
し
げ
る
。 

 

９
． 

空
ビ
ル
・
外
階
段
（
昼
） 

春
野
、
外
階
段
を
登
っ
て
い
る
。 

 

１
０
． 

教
団
本
部
・
二
階
・
倉
庫
（
昼
） 

文
夏
、
廃
材
の
間
か
ら
ボ
ロ
ボ
ロ
の
延
長
コ
ー
ド
を
引
っ
張

り
出
す
。 

首
に
あ
て
が
う
。 

し
っ
く
り
来
な
い
と
い
っ
た
様
子
で
顔
を
顰
め
る
。 

溜
息
。 

 

１
１
． 

空
ビ
ル
・
外
階
段
・
二
階
踊
り
場
（
昼
） 

春
野
、
手
す
り
か
ら
身
を
乗
り
出
し
、
バ
ー
ル
を
振
り
か
ぶ

る
。 

 

１
２
． 

教
団
本
部
・
二
階
裏
側
・
外
観
（
昼
） 

表
よ
り
老
朽
化
が
ひ
ど
い
。
二
階
の
端
の
窓
、
柵
が
錆
び
つ

い
て
い
る
。 

春
野
の
振
り
下
ろ
し
た
バ
ー
ル
が
、
そ
の
窓
の
柵
に
当
た
る
。

衝
突
音
。 

 

１
３
． 

教
団
本
部
・
二
階
・
倉
庫
（
昼
） 

外
か
ら
衝
突
音
が
す
る
。 

文
夏
、
驚
い
て
ビ
ク
ッ
と
す
る
。 

手
に
し
て
い
た
延
長
コ
ー
ド
を
落
と
す
。 

外
か
ら
、
今
度
は
何
か
が
落
下
す
る
よ
う
な
音
が
す
る
。 

文
夏
、
悲
鳴
を
上
げ
る
。 

再
び
、
外
か
ら
衝
突
音
。 
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文
夏
、
狼
狽
し
て
辺
り
を
見
回
す
。 

激
し
い
破
砕
音
と
共
に
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
る
。 

文
夏
、
悲
鳴
を
上
げ
て
腰
を
抜
か
す
。 

窓
に
開
い
た
穴
か
ら
春
野
の
手
が
出
て
く
る
。 

春
野
の
手
、
ク
レ
セ
ン
ト
錠
を
開
け
、
窓
を
ス
ラ
イ
ド
す
る
。 

文
夏
、
後
ず
さ
り
、
廃
材
に
背
を
ぶ
つ
け
る
。 

春
野
、
窓
辺
を
ま
た
い
で
マ
ッ
ト
レ
ス
を
踏
む
。 

床
に
飛
び
降
り
る
。 

２
、
３
歩
よ
ろ
め
く
。 

文
夏
に
気
付
く
と
舌
打
ち
を
零
す
。 

春
野 

「
何
だ
よ
人
居
ん
の
か
よ
。
い
き
な
り
計
算
外
だ
」 

文
夏
、
困
惑
し
き
っ
て
、 

文
夏 

「
何
な
の
あ
な
た
？
」 

春
野
、
苛
つ
い
た
様
子
で
、 

春
野 

「
こ
っ
ち
の
台
詞
だ
よ
。
人
に
名
前
訊
く
前
に
ま
ず
自
分
か
ら
名
乗

れ
っ
て
、
小
学
校
で
教
わ
ん
な
か
っ
た
？
」 

文
夏 

「
あ
、
え
と…

…

わ
た
し
は―

―

」 

春
野
、
気
に
せ
ず
文
夏
を
さ
え
ぎ
っ
て
、 

春
野 

「
君
も
こ
こ
の
信
者
な
の
？
」 

文
夏
、
唖
然
と
す
る
。 

春
野
、
苛
つ
い
て
顔
を
顰
め
る
。 

春
野 

「
頭
の
回
転
鈍
い
な
。
訊
か
れ
た
こ
と
に
は
早
く
答
え
な
っ
て
」 

文
夏
、
慌
て
て
首
を
振
る
。 

春
野 

「
あ
っ
そ
。
じ
ゃ
あ
良
い
わ
、
ど
う
で
も
」 

春
野
、
さ
っ
さ
と
出
口
に
向
か
う
。 

ド
ア
ノ
ブ
に
手
を
掛
け
た
と
こ
ろ
で
勢
い
よ
く
振
り
返
る
。 

文
夏
を
ビ
シ
ッ
と
指
さ
す
。 

春
野 

「
良
い
か
？ 

邪
魔
だ
け
は
す
る
な
よ
？
」 

文
夏 

「
は
、
は
い…

…

」 

春
野
、
す
ぐ
興
味
を
失
っ
た
よ
う
に
体
の
向
き
を
戻
し
、
ド

ア
を
開
け
る
。 

文
夏 

「
あ
、
あ
の
」 

春
野
、
苛
立
っ
て
唸
り
、
舌
打
ち
し
な
が
ら
振
り
返
る
。 

春
野 

｢

な
ん
っ
だ
よ
今
出
て
く
と
こ
だ
よ
！ 

空
気
読
め
な
い
の
か
？｣

 



5 

文
夏 

｢

ご
、
ご
め
ん
な
さ
い｣

 

春
野 

｢

で
、
何
だ
よ
？｣

 

文
夏 

｢

え
と
、
何
を
し
に…

…

来
た
ん
で
す
か
？｣

 

春
野
、
不
敵
そ
う
に
笑
う
と
、 

春
野 

｢

こ
こ
の
奴
ら
が
崇
め
て
る
神
様
を
、
滅
茶
苦
茶
に
し
て
や
る
ん
だ

よ
！｣

 文
夏
、
唖
然
と
し
て
固
ま
る
。 

春
野
、
訝
し
げ
に
文
夏
を
睨
む
。 

文
夏 

「
な
、
何
で
？
」 

春
野 

｢

何
故
な
ら…

…

ぼ
く
は
創
造
主
な
ん
て
信
じ
て
な
い
け
ど
、
も
し

万
が
一
い
る
と
し
た
ら
本
気
で
ム
カ
つ
く
か
ら
ね
ぇ
！｣

 

文
夏 

｢

あ
、
そ
れ
は
同
意｣

 

春
野
、
少
し
驚
く
。 

文
夏
、
ハ
ッ
と
し
て
口
を
押
え
る
。 

春
野
、
僅
か
に
微
笑
ん
で
、 

春
野 

「
だ
ろ
？
」 

と
言
う
と
、
さ
っ
さ
と
倉
庫
を
後
に
す
る
。 

文
夏
、
ぼ
ー
っ
と
し
て
ま
ば
た
き
を
繰
り
返
す
。 

春
野
が
い
な
い
こ
と
に
気
付
き
、
急
い
で
駆
け
出
す
。 

 

１
４
． 

教
団
本
部
・
二
階
非
常
階
段
（
昼
） 

文
夏
、
急
い
で
駆
け
下
り
る
。 

背
後
で
防
火
扉
が
閉
ま
る
。 

 

１
５
． 

教
団
本
部
・
地
下
一
階
・
ホ
ワ
イ
エ
（
昼
） 

春
野
、
ホ
ワ
イ
エ
を
真
っ
す
ぐ
駆
け
る
。 

ホ
ー
ル
の
防
音
扉
に
手
を
掛
け
る
。 

 

１
６
． 

教
団
本
部
・
地
下
一
階
・
ホ
ー
ル(

昼)
 

春
野
、
入
室
。 

信
者
た
ち
、
訝
し
気
に
春
野
を
伺
っ
て
い
る
。 

春
野
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
前
に
回
す
。 

文
夏
、
入
室
。 

春
野
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
か
ら
、
細
長
い
長
方
形
の
金
属
プ
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レ
ー
ト
が
縦
に
二
つ
並
ん
だ
、
五
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
巨
大
な

筐
体
を
取
り
出
す
。 

 

左
側
面
後
端
の
バ
ッ
テ
リ
ー
パ
ッ
ク
と
、
背
面
に
空
い
た

ス
リ
ッ
ト
へ
向
け
て
、
グ
リ
ッ
プ
の
根
本
か
ら
赤
黒
の
リ
ー

ド
線
が
ぐ
る
り
と
伸
び
て
い
る
。 

文
夏
、
驚
い
て
、 

文
夏 

｢

え
何
そ
れ
？｣

 

春
野
は
リ
ュ
ッ
ク
か
ら
横
二
列
に
整
然
と
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
が

飛
び
出
し
た
金
属
プ
レ
ー
ト
を
取
り
出
し
、
筐
体
背
面
の
ス

リ
ッ
ト
へ
と
ガ
シ
ャ
コ
ン
と
押
し
込
ん
で
か
ら
、
大
真
面
目

な
顔
で
応
じ
る
。 

春
野 

｢

ロ
ケ
ッ
ト
花
火
ラ
ン
チ
ャ
ー
レ
ー
ル
ガ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル｣

 

文
夏 

｢

は
？｣

 

春
野
は
リ
ュ
ッ
ク
を
放
り
捨
て
、
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
ラ
ン
チ
ャ

ー
を
前
方
に
向
け
て
構
え
る
。 

そ
の
銃
口
の
先
に
は
石
と
信
者
た
ち
。 

ざ
わ
め
き
が
起
こ
る
。 

春
野
の
指
先
が
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
ラ
ン
チ
ャ
ー
の
引
き
金
を
引

く
。 

春
野
、
大
声
で
、 

春
野 

｢

金
返
せ
ー
！｣

 

一
瞬
、
火
花
の
散
る
よ
う
な
音
。 

直
後
に
大
爆
音
と
共
に
数
十
発
の
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
が
同
時
に

飛
ん
で
い
く
。 

春
野 

「
う
お
お
お
っ｣

 

春
野
、
反
動
に
負
け
て
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
ラ
ン
チ
ャ
ー
を
跳
ね

上
げ
さ
せ
る
。 

ロ
ケ
ッ
ト
花
火
は
線
状
に
天
井
に
着
弾
し
て
い
く
。 

白
煙
が
沸
く
。 

天
井
か
ら
剥
が
れ
た
建
材
が
降
り
注
ぐ
。 

四
方
か
ら
金
属
が
バ
ウ
ン
ド
す
る
音
。 

人
々
の
悲
鳴
と
散
発
的
な
花
火
の
破
裂
音
。 

白
煙
が
晴
れ
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
信
者
や
教
団
ス
タ
ッ
フ

た
ち
が
一
斉
に
押
し
寄
せ
て
く
る
の
が
露
わ
に
な
る
。 
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皆
、
春
野
の
こ
と
は
避
け
る
が
、
そ
の
場
に
屈
ん
で
い
た
文

夏
の
こ
と
は
容
赦
な
く
踏
ん
で
逃
げ
て
い
く
。 

御
神
体
の
石
は
無
傷
。 

天
井
の
電
球
か
ら
の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
、
降
り
注
い
だ
建

材
の
粉
塵
を
反
射
し
て
光
の
柱
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

建
材
ま
み
れ
の
春
野
は
怒
り
で
震
え
て
い
る
。 

春
野 

｢

糞
が
ぁ
！ 

全
部
外
れ
や
が
っ
て
！ 

ポ
ン
コ
ツ
が
よ
ぉ
！ 

こ

ん
な
モ
ン
も
う
い
ら
ね
ぇ
よ
！｣

 

春
野
は
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
ラ
ン
チ
ャ
ー
を
床
に
叩
き
つ
け
る
。 

そ
し
て
、
御
神
体
的
な
石
に
向
か
っ
て
駆
け
出
す
。 

春
野 

「
て
め
ぇ
が
神
か
？ 

こ
ん
な
糞
み
て
ぇ
な
世
界
作
り
や
が
っ
て
！
」 

黒
須
、
五
十
川
が
ホ
ー
ル
脇
か
ら
掛
け
て
く
る
。 

春
野
を
二
人
が
か
り
で
組
み
伏
せ
る
。 

春
野
が
憎
悪
の
籠
っ
た
叫
び
を
あ
げ
る
。 

種
子
島
、
憎
悪
の
籠
っ
た
眼
で
春
野
を
見
下
ろ
す
。 

文
夏
、
茫
然
と
そ
の
様
子
を
見
て
い
る
。 

や
が
て
何
か
を
決
意
し
た
よ
う
な
表
情
に
な
る
。 

種
子
島
に
向
か
っ
て
駆
け
出
す
。 

種
子
島
、
五
十
川
、
黒
須
、
驚
愕
の
表
情
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

終 


